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令和２年１１月２日 

 

広島大学長表彰等の授与式について 

 

 
令和２年度の広島大学長表彰等の被表彰者を決定し、以下のとおり、ホームカミングデー

のオープニングセレモニー内において、授与式を執り行います。 

 

「広島大学長表彰」制度は、平成１４年度に創設し、教育・研究や社会貢献などで特色あ

る顕著な業績を挙げ、広島大学の発展に貢献した本学教職員や団体および学外の個人や団体

を表彰するものです。 

また、「広島大学教育賞」制度は、平成２８年度に創設し、本学における教育の実践にお

いて顕著な成果を挙げたと認められる教員を顕彰することにより、教員の意欲向上並びに教

員の教育方法及び教育技術の向上を図り、もってより優れた教育の推進に資することを目的

に表彰するものです。 

 

記 

 

日 時：令和２年１１月７日（土）１０：３０～ 

    （広島大学ホームカミングデーのオープニングセレモニー内） 

場 所：広島大学東広島キャンパス サタケメモリアルホール 

各表彰：（１）広島大学長表彰 【３人及び 1 団体】 

    広島大学の発展に貢献した者を表彰 

（2）Phoenix Outstanding Researcher Award 【４人】 

          若手研究者（４５歳未満の准教授・講師・助教）のうち、令和元年に 

執筆した論文数の多かった大学教員、優れた研究業績を挙げ本学の   

研究力の向上に特に貢献した大学教員を表彰 

（3）広島大学教育賞 【3 人】 

   教育の実践において顕著な成果を挙げたと認められる者を表彰 

 

  ※ 被表彰者の氏名は別紙のとおり。 

 

《参考》広島大学長表彰について 

   広島大学トップページ＞大学案内＞受章・表彰＞学長表彰 

   http://hiroshima-u.jp/about/awards/presidents_awards 

     広島大学トップページ＞大学案内＞受章・表彰＞広島大学教育賞 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/about/awards/kyoikusho 
 

【お問い合わせ先】 

広島大学長表彰他（１）・（2） 

財務・総務室人事部 福利厚生グループ  林 抄織 

TEL:082-424-4３６4 FAX:082-424-4612 

E-mail：fukumu-fukumu@office.hiroshima-u.ac.jp 

広島大学教育賞（3） 

教育室教育部 教育支援グループ   高山 奈実 

TEL：082-424-4835 FAX：082-424-6170 

   E-mail: kyoiku-kikaku@office.hiroshima-u.ac.jp 

発信枚数：Ａ４版 3 枚（本票含む） 

広島大学広報グループ 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-3749 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

http://hiroshima-u.jp/about/awards/presidents_awards
https://www.hiroshima-u.ac.jp/about/awards/kyoikusho


　【個人】３名（学外１名，学内２名）

所属 職名
ふりがな

氏名 業績概要

前広島大学顧問弁護士 弁護士 増田
ますだ

　義憲
よしのり

長年にわたり広島大学顧問弁護士として，本学の業務に関する法律上の諸問題
及び本学が関係する訴訟事件等を担当するとともに，広島大学大学院法務研究
科の設立・支援に尽力するなど，本学の発展に顕著な貢献をされました。

大学院先進理工系科学研究科 教授・理学部長 安倍
あべ

　学
まなぶ

炭素と炭素がπ結合のみで結ばれることを創起・発見し，可視領域に強い光吸収
特性を発現する物質の創製に成功したことで，物質科学に新潮流をもたらしまし
た。この業績により本学の優れた研究力を世界に示すなど，本学の発展に顕著な
貢献をされました。

技術センター 技術専門職員 有田
ありた

　将司
まさし

長年にわたり放射光科学研究センターにおいて，世界トップレベルの分解能を持
つ光電子分光ビームラインの維持・管理・高度化に中核的役割を果たし，共同利
用・共同研究拠点活動の基盤を支え，本学の研究力の強化，国際化に大きく貢献
するなど，本学の発展に顕著な貢献をされました。

　【団体】１団体（学内１団体）

職名
ふりがな

氏名

所属 職名
ふりがな

氏名 業績概要

大学院先進理工系科学研究科 准教授 荻
おぎ

　　　崇
たかし

大学院先進理工系科学研究科 准教授 金指
かねざし

　正言
まさこと

大学院先進理工系科学研究科 助教 古
ふる

居
い

　　彬
あきら

原爆放射線医科学研究所 准教授 丸橋
まるはし

　達也
たつや

所属 職名
ふりがな

氏名 業績概要

大学院人間社会科学研究科 准教授 氏間 和仁
うじま　かずひと

自らが開発したICTを活用した教育方法を通じて，学習上の障害を改善・克服する
ための学習支援活動を実践し，成果を挙げてこられました。この取り組みは，特別
支援教育実践センターでの教育相談や特別支援教育教員を目指す学生への指
導等を通じて，全国の教育機関のみならずマスコミ等からも注目されており，広島
大学の教育に対する学外からの評価の向上に貢献されました。

外国語教育研究センター 准教授 榎田 一路
えのきだ　かずみち

「オンライン単語学習システムHirotan」や「Maharaを使った英語学習用eポートフォ
リオ」等の開発をはじめ，英語学習番組である「Hiroshima University's English
Podcast」を12年間にわたり作成・配信しており，本学の英語教育の発展に大きく
貢献されました。特に「Hiroshima University's English Podcast」は一般にも広く公
開されており，学内のみならず，学外からも高く評価されています。

大学院人間社会科学研究科 教授 横藤田 誠
よこふじた　まこと

日本国憲法を通じて，学生に現代社会における倫理的諸問題を深く考えさせる授
業を実践されています。大人数の学生を受け入れる授業においても，受講生から
のコメントを授業で紹介し，自身のコメントを加えるなど，学生を参加させつつ議論
を深めるような工夫がなされており，分野を超えて本学教員の手本となる実践事
例です。「My Best Teacher」として，多数の学生からの推薦も得ています。

（学外，学内，五十音順に記載）

令和２年度　広島大学教育賞　被表彰者（学内３名）

令和２年度広島大学長表彰　被表彰者

令和２年度　Phoenix Outstanding Researcher Award 被表彰者（学内４名）

本学の若手研究者として研究活動に邁進し，多くの学術研究論文を執筆されるな
ど，優れた研究業績を挙げられ，本学の研究力の向上に顕著な貢献をされまし
た。

所属
代表者

業績概要

情報メディア教育研究セン
ター・Bb９担当及びタスク
フォースメンバー

情報メディア教
育研究センター
教授

相原
あいばら

　玲二
れいじ

新型コロナウイルス (COVID-19)の感染拡大防止のため実施されたオンライン授
業において，要となる学習支援システムBb9の機能を最大限活用し，非常事態の
環境下においても本学の教育現場の混乱を最小限に収めるなど，本学の発展に
顕著な貢献をされました。


